










〔要約〕昭和 62 年 3 月から平成 2 年 12 月までの静岡県における妊婦 HTLV-Ⅰ抗体スクリ

ーニング成績は,PA 法または EIA 法による 1 次スクリーニングでの陽性率は 0.47%(287 例

/60,444 例),WB 法による 2次検査後の最終陽性率は0.33%(199 例/60,444 例)であった。キ

ャリア妊婦の背景調査では,抗体陰性妊婦に比して妊娠歴,輸血歴の有無よりその出身地に

注目される差がみられた。キャリアより出生した児のなかで,定期的に follow upされてい

るのは一部に過ぎないものの,人工栄養への切替え指導により 3 才児も含めて現時点では

全例が母子垂直感染を予防し得ていると思われた。キャリア妊婦の夫の陽性率は本県にお

ける一般成人男子の陽性率(0.3%)に比して 20.0%と高かった。また,過去にキャリア妊婦へ

の告知から分娩,そして児のfollow upまでを経験された県内産婦人科医を対象としたアン

ケート調査では,告知,哺育指導などによるトラブル発生はほとんどみられず,現場に大き

な混乱はないとの結果が得られた。しかし.今後は児のみならずキャリアも含めた follow 

up 体制の充実と行政からの back up を望む声が多く聞かれた。 


